
中学校数学科研究部会 代議員会

■学ぶ意義や喜びを実感できる数学の授業
・「好き」「分かる」授業とは？
・学ぶ喜びの実感とは？

■全国学力・学習状況調査から
・生きて働く知識及び技能の確実な定着
・統合的・発展的に考察する力の育成

■学習評価について
・指導と評価の一体化
・評価の具体

岐阜県教育委員会学校支援課 藤井 英隆



（５２）数学の勉強は好きですか

（５４）数学の授業の内容はよく分かりますか
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R3全国学調 生徒質問紙調査
質問事項

岐阜県
１の回答率

全国平均
１の回答率

全国差

数学の勉強は大切だと思いますか 48.3 49.3 ▲1.0

数学の授業で学習したことは、
将来、社会に出た時に役に立つと思いますか 37.9 37.8 0.1

数学の勉強は好きですか 31.0 31.2 ▲0.2

数学の授業の内容はよく分かりますか 36.5 35.6 0.9

数学の問題の解き方が分からない時は、
あきらめずにいろいろな方法を考えますか 40.4 38.3 2.1

数学の授業で公式やきまりを習う時、
そのわけを理解するようにしていますか 46.6 45.6 1.0

数学の授業で学習したことを、
普段の生活の中で活用できないか考えますか 19.1 19.7 ▲0.8



評価の観点

（１）知識・技能

（２）思考・判断・表現

（３）主体的に学習に取り組む態度

国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（数学）」

学ぶ意義や喜びを実感できる数学の授業



知識・理解・思考・技能を所有していたとしても、
これを発動させようとする態度がなければ、
それは宝の持ち腐れになってしまう。

逆に、
何かをやろうとする態度・傾向さえあれば、
その人は、たとえ現在はそれほど学力や能力がなくても、
将来進歩する見込みがあることになる。

だから、
今日の教育で態度が極めて重視されるのである。

（橋本重治 1971）

学ぶ意義や喜びを実感できる数学の授業



生徒が数学の授業を「好き」「楽しい」
と感じるためにはどうするとよいでしょう

段階
数学が嫌いな
生徒の様相例

「好き」「楽しい」
と感じられるために

手が付かない
段階

どう考えてよいか
分からない

一応は考えた
段階

自分の考えに
自信がない

考えがもてた
段階

考えることが
なくなる

学ぶ意義や喜びを実感できる数学の授業



▲「 」をほめる ⇒ 問題が解けた時は「うれしい」けど
解決できないとうれしくない。やりたくない。ごまかしたい。

◎「 」をほめる ⇒ 考え方が認められて「うれしい」。次もやってみよう。
⇒ 解決できなくても主体的に考えようとする姿へ。

○ほめる視点
・数学的活動 （問題発見・解決の過程と育成を目指す資質・能力）
・数学的な態度 （学びに向かう力、人間性等）
・数学的な見方・考え方 など

教師の価値判断を子どもに伝えるようにほめることが重要
「～ 姿」を具体的に描く

子どもの主体的に学習に取り組む態度につなげる、「ほめる」「認める」

ポイントは、「 ほめるか」「 ほめるか」

○○○○
しようと
したんだね！
すごいね！

学ぶ意義や喜びを実感できる数学の授業



例：第１学年「数の世界の広がり」 「数の世界をひろげよう」

国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』
のための学習評価に関する参考資料（数学）」

学ぶ意義や喜びを実感できる数学の授業



数学的に考える際の
原動力になるものと

しての

数学的な態度

（１）自ら進んで自己の問題や目的・内容を明確に把握しようとする態度

①疑問をもとうとする 「なぜだろう」「本当に正しいのか」

②問題意識をもとうとする 「自分の力で解決したい」

③事象の中から数学的な問題を見付けようとする （問題作り・発展）

（２）筋道の立った行動をしようとする態度

①目的にあった行動をしようとする

②見通しを立てようとする 「どのくらいかな」「似た場面はなかったか」

③使える資料や既習事項、仮定に基づいて考えようとする 「何が使えるか」

（３）内容を簡潔明確に表現しようとする態度

①問題や結果を簡潔明確に記録したり、伝えたりしようとする

②分類整理して表そうとする

（４）よりよいものを求めようとする態度

①思考を対象的(具体的)思考から、操作的(抽象的)思考に高める

②自他の思考を評価し、洗練する

③思考労力を節約しようとする（より美しく、より確実に、より新しく、等）

片桐（1988）
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学
的
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見
方
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学ぶ意義や喜びを実感できる数学の授業



学ぶ意義や喜びを実感できる数学の授業



概念や性質の理解を伴った、
生きて働く知識及び技能の確実な定着を図りましょう。

学ぶ意義や喜びを実感できる数学の授業



より深く理解するために、
統合的・発展的に考察する力を高めましょう。

学ぶ意義や喜びを実感できる数学の授業



児童・生徒の発言・つぶやきを価値付ける

「でもさ」「だってさ」
「どうしてかというと」
「なぜなら」

→【 】を明確に
しようとしている証拠

「図で考えると」
「〇さんが言いたいことは」

→【 】
しようとしている証拠

「まとめると」
「ちょっと違って」
「要するに」

→【 考え方】を
働かせようとしている証拠

「だったら」
「ということは」
「他の場合でも」

→【 考え方】を
働かせようとしている証拠

指導改善資料 子どもの目線に立つ２０２１ 第２弾より

学ぶ意義や喜びを実感できる数学の授業



学習評価に関する資料

国立教育政策研究所
「学習評価の在り方ハンドブック」（小・中学校編）

国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』
のための学習評価に関する参考資料（中学校数学）」

岐阜県教育委員会
「評価の手引き」HP



「先生によって観点の重みが違うんで
す。授業態度をとても重視する先生も
いるし、テストだけで判断するという
先生もいます。そうすると、どう努力
していけばよいのか本当に分かりにく
いんです。」

学習評価の現状や懸念点

「関心・意欲・態度」の観点について
「学校や教師の状況によっては、挙手
の回数や毎時間ノートを取っているか
など、性格や行動面の傾向が一時的に
表出された場面を捉える評価であるよ
うな誤解が払拭し切れていない。」

国立教育政策研究所教育課程研究センター
「学習評価の在り方ハンドブック」（小・中学校編）

観点の
重み

評価の
仕方



学習評価の基本的な考え方

学習評価は、学校における教育活動に関し、児童生徒の学習状況を評価するものです。「児
童生徒にどういった力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉え、教師が指導の改善を
図るとともに、児童生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるように
するためにも、学習評価の在り方は重要であり、教育課程や学習・指導方法の改善と一貫性の
ある取組を進めることが求められています。

児童生徒の学習改善に
つながるものにしていくこと

教師の指導改善に
つながるものにしていくこと

これまで慣行として行われてきたことでも、
必要性・妥当性が認められないものは
見直していくこと



単元の評価規準の作成

単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①二次方程式の必要性と意味
及びその解の意味を理解し
ている。

②ｘの係数が偶数である二次
方程式を平方の形に変形し
て解くことができる。

③二次方程式を因数分解して
解くことができる。

④解の公式を知り、それを用
いて二次方程式を解くこと
ができる。

⑤事象の中の数量やその関係
に着目し、二次方程式をつ
くることができる。

①因数分解や平方の考えを基
にして、二次方程式を解く
方法を考察し、表現するこ
とができる。

②二次方程式を具体的な場面
で活用することができる。

①二次方程式をの必要性と意
味を考えようとしている。

②二次方程式について学んだ
ことを生活や学習に生かそ
うしている。

③二次方程式を活用した問題
解決の過程を振り返って評
価・改善しようとしている。

内容のまとまり
ごとの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・二次方程式の必要性と意味
及びその解の意味を理解し
ている。

・因数分解したり平方の形に
変形したりして二次方程式
を解くことができる。

・解の公式を知り、それを用
いて二次方程式を解くこと
ができる。

・因数分解や平方根の考えを
基にして、二次方程式を解
く方法を考察し表現してい
る。

・二次方程式を具体的な場面
で活用している。

・数学的活動の楽しさや数学
のよさを実感して粘り強く
考え、数学を生活や学習に
生かそうとする態度、多様
な考えを認め、よりよく問
題解決しようとしている。

学習指導要領

学習指導要領解説 数学編
第３学年「数と式」領域
A⑶「二次方程式」



指導と評価の一体化

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

知①
知②
知③

思①
思②

態①
態①

時 項目 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

知識・技能

知① ・ ・ ○

知② ・ ・ ○

知③ ・ ・ ○

思考・判断・表現
思① ・ ・ ○

思② ・ ・ ○

主体的に学習に
取り組む態度

態① ・ ・ ・ ○

態② ・ ・ ○

「指導に生かす評価」 と
「記録に残す評価」 を明確にする

「・」指導に生かす評価 （例）
「○」記録に残す評価



主体的に学習に取り組む態度の評価

＜評価を行う際の材料（例）＞

●ノートやレポート等の記述
●授業中の発言
●教師による行動観察
●児童生徒による自己評価
●児童生徒による相互評価

２つの側面
① 取組を行おうとする側面
②自らの学習を しようとする側面

児童生徒が「粘り強く」「自己調整」しながら学ぶことができるようにために、
▶教師が の工夫をしたり、
▶各場面を したりするなど、 （考えを記述する場面、話し合う場面、考え方を比較する場面 等）

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を図る中で、適切に評価できるようにする



主体的に学習に取り組む態度の評価

「主体的に学習に取り組む態度」の評価に際しては、
単に継続的な行動や積極的な発言等を行うなど、
性格や行動面の傾向を評価するということではなく、

知識及び技能を獲得したり、
思考力、判断力、表現力等を身に付けたりするために、
▶自らの学習状況を把握し、
▶学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら、
▶学ぼうとしているかどうかという意思的な側面を評価することが重要である。

中学校数学科においては、
▶数学のよさを実感して 考え、
▶数学を生活や学習に そうとする態度、
▶問題解決の過程を振り返って しようとする態度、
▶多様な考えを認め、よりよく しようとする態度

を身に付けているかどうかについて評価する。


